


Teiko Machashi Violin Recital
日 本 を 代 表 す る 国 際 的 ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾆ ｽ ﾄ と し て ､ 気 品 と 情 感 あ ふ れ る 演 奏 で 世 代 を 超 え た 聴

衆 を 魅 了 し 続 け る 前 橋 汀 子 ｡ 1 7 歳 で 旧 ｿ 連 ﾚ ﾆ ﾝ ｸﾞ ﾗ ｰ ﾄﾞ 音 楽 院 に 日 本 人 初 の 留 学 生 と し
て 学 び ､ ｼﾞ ｭ ﾘ ｱ ー  ﾄﾞ 音 楽 院 で 研 鑽 を 積 む な ど ､ 早 く か ら 国 際 的 な 舞 台 で 活 躍 を 重 ね ､

世 界 各 地 の ｵ ー  ｹ ｽ ﾄ ﾗ と 共 演 し て き ま し た ｡ 日 本 の ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ 界 を 代 表 す る 存 在

と し て ､ 今 な お 精 力 的 な 活 動 を 続 け て い ま す ｡

三 鷹 市 芸 術 文 化 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 風 の ﾎ ｰ ﾙ に は ､ 1 9 9 7 年 以 来 た び た び 登
場 し ､ 無 伴 奏 や ｿ ﾛ の ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ ､ ｵ ｰ ｹ ｽ ﾄ ﾗ と の 共 演 を 通 じ て ､ ｳﾞ ｧ ｲ ｵ

ﾘ ﾝ の 多 彩 な 魅 力 を 届 け て き ま し た ｡ 昨 年 4 月 に 開 催 さ れ た ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ で
は ､ ｢ 心 に 沁 み 入 る 演 奏 ｣ ｢ 力 強 さ と 繊 細 さ を 兼 ね 備 え た 音 色 ｣ な ど 高 い 評 価
が 寄 せ ら れ ､ 演 奏 生 活 6 0 年 を 超 え て な お 深 化 を 続 け る 音 楽 は ､ 多 く の 聴 衆 の 記
憶 に 深 く 刻 ま れ ま し た ｡ 近 年 は ﾍﾞ ー  ﾄ ｰ ｳﾞ ｪ ﾝ ､ ﾌﾞ ﾗ ｰ ﾑ ｽ の ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ ･ ｿ ﾅ ﾀ 全 集 の 録 音

に も 取 り 組 む な ど ､ 円 熟 の 味 わ い に と ど ま ら な い 情 熱 と 力 強 さ を あ わ せ 持 つ 表 現 が 改 め て 注 目
さ れ て い ま す ｡

今 回 の 共 演 ﾋﾟ ｱ ﾆ ｽ ﾄ は ､ 質 川 風 ｡ 前 橋 自 身 が そ の 演 奏 に 触 れ ､ 共 演 を 望 ん で 出 演 を 依 頼
し た ﾋﾟ ｱ ﾆ ｽ ﾄ で す ｡ ﾋﾟ ｱ ﾉ を 歌 う よ う に 響 か せ る 豊 か な 表 現 力 と ､ 繊 細 さ の 中 に 強 い 情 感 を た
た え た 演 奏 で 知 ら れ ､ ｿ ﾛ ･ 室 内 楽 の 双 方 で 高 い 評 価 を 得 て い ま す ｡ 数 々  の 国 際 ｺ ﾝ ｸ ｰ ﾙ

で 評 価 を 受 け る な ど ､ 確 か な 技 術 と 音 楽 性 を 備 え た 実 力 派 と し て 注 目 さ れ て い ま す ｡ 誠 実 な

音 楽 づ く り は 前 橋 の ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ と も 響 き 合 い ､ 作 品 の 魅 力 を よ り 深 く 引 き 出 す こ と で し ょ う ｡
本 公 演 は ､ 前 橋 汀 子 の 誕 生 日 の 翌 日 に 開 催 さ れ る 特 別 な 機 会 で も あ り ま す ｡ 演 奏 者 と の 距

離 が 近 く ､ 豊 か な 響 き に 定 評 の あ る 風 の ﾎ ｰ ﾙ で ､ 親 密 な 音 楽 体 験 を お 楽 し み く だ さ い ｡
● 岡 本 隆 史

幼 少 期 よ り 数 々  の 国 内 ｺ ﾝ ｸ ー  ﾙ で 受 賞 を 重 ね ､
1 4 歳 で ﾎﾟ ー  ﾗ ﾝ ﾄﾞ 国 立 ｸ ﾗ ｸ ﾌ 管 弦 楽 団 と 共 演 ｡ 2 0 1 5
年 ﾛ ﾝ ･ ﾃ ｨ ﾎﾞ ー  国 際 ｺ ﾝ ｸ ー  ﾙ に て 第 3 位 ( 1 位 な

し ､ 最 優 秀 ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ 賞 ､ 最 優 秀 現 代 曲 賞 を 受 賞 し ､
翌 2 0 1 6 年 に は ｲ ﾀ ﾘ ｱ ･ ｶ ﾗ ー  ﾘ ｮ 国 際 ﾋﾟ ｱ ﾉ ｺ ﾝ ｸ ー
ﾙ で 第 1 位 を 獲 得 ､ 各 地 で ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ を 開 催 し た ｡
幅 広 い ﾚ ﾊﾟ ー  ﾄ ﾘ ー  を 持 つ 一 方 ､ 近 年 は ﾊﾞ ｯ ﾊ 作

品 を 活 動 の 中 心 に 据 え ､ ﾁ ｪ ﾝ ﾊﾞ ﾛ 演 奏 に も 取 り 組
む な ど 独 自 の 音 楽 性 を 追 求 ｡ 2 0 2 3 年 に は ｱ ﾙ ﾊﾞ ﾑ
｢ K a o r u J i t s u k a w a p l a y s   B A C H 』 を ﾘ ﾘ ー  ｽ し た ｡
さ ら に 近 年 は 作 曲 活 動 に も 力 を 注 い で お り ､ 渋 谷
区 委 嘱 作 品 ｢ 龍 神 喜 雨 ｣ ( 2 0 2 5 ) ･ ｢ 青 ､ 風 ､ 記 憶 ｣
( 2 0 2 6 ) を 発 表 ｡ 国 内 外 の 主 要 ｵ ー  ｹ ｽ ﾄ ﾗ と の 共 演
や 国 際 音 楽 祭 へ の 出 演 も 多 く ､ N H K や ﾃ ﾚ ﾋﾞ 朝 日
な ど ﾒ ﾃﾞ ｨ ｱ 出 演 も 重 ね て い る ｡ 東 京 蒸 術 大 学 を 首
席 卒 業 後 ､ 同 大 学 院 お よ び ｸﾞ ﾗ ー  ﾂ 芸 術 大 学 ﾎﾟ ｽ ﾄ
ｸﾞ ﾗ ﾃﾞ ｭ ｴ ー  ﾄ を 修 了 ｡ 2 0 2 4 年 よ り 東 京 藝 術 大 学 専
任 講 師 と し て 後 進 の 指 導 に も あ た っ て い る ｡

實 川 風 ( ﾋﾟ ｱ ﾉ ) K a o r u  j i s u k a w a , p i a n o 前 橋 汀 子 ( ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ )   T e i k o   M a c h a s h i ,   v i o l i n

日 本 を 代 表 す る ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾆ ｽ ﾄ ｡ 5 歳 か ら 小 野 ｱ ﾝ ﾅ に ｳﾞ ｧ

ｲ ｵ ﾘ ﾝ を 学 び ､ そ の 後 ､ 桐 朋 学 園 子 供 の た め の 音 楽 教 室 ､
桐 朋 学 園 高 校 で 斎 藤 秀 雄 ､ ｼﾞ ｬ ﾝ ﾇ ･ ｲ ｽ ﾅ ー  ﾙ に 師 事 ｡ 1 7
歳 で 旧 ｿ 連 国 立 ﾚ ﾆ ﾝ ｸﾞ ﾗ ー  ﾄﾞ 音 楽 院 ( 現 ｻ ﾝ ｸ ﾄ ﾍﾟ ﾃ ﾙ ﾌﾞ ﾙ
ｸ 音 楽 院 ) 日 本 人 初 の 留 学 生 に 選 ば れ ､ ﾐ ﾊ ｲ ﾙ ･ ｳﾞ ｧ ｲ ﾏ ﾝ
の も と で 学 ん だ ｡ そ の 後 ､ ﾆ ｭ ｰ ﾖ ｰ ｸ ･ ｼﾞ ｭ ﾘ ｱ ｰ ﾄﾞ 音 楽 院
で ﾛ ﾊﾞ ー  ﾄ ･ ﾏ ﾝ ､ ﾄﾞ ﾛ ｼ ー  ･ ﾃﾞ ｲ ﾚ ｲ ､ ｽ ｲ ｽ で ﾖ ー  ｾﾞ ﾌ ･ ｼ ｹﾞ ﾃ ｨ ､
ﾅ ﾀ ﾝ ･ ﾐ ﾙ ｼ ﾃ ｲ ﾝ の 薫 陶 を 受 け た ｡
近 年 ､ 小 品 を 中 心 と し た 親 し み や す い ﾌﾞ ﾛ ｸﾞ ﾗ ﾑ に よ る ﾘ ｻ
ｲ ﾀ ﾙ を 全 国 各 地 で 展 開 す る 一 方 ､ J S . ﾊﾞ ｯ ﾊ ｢ 無 伴 奏 ｳﾞ ｧ ｲ
ｵ ﾘ ﾝ の た め の ｿ ﾅ ﾀ & ﾊﾞ ﾙ ﾃ ｨ ｰ ﾀ ｣ や ､ ﾍﾞ ー  ﾄ ｰ ｳﾞ ｪ ﾝ ､
そ し て ﾌﾞ ﾗ ー  ﾑ ｽ の ｢ ｳﾞ ｧ ｲ ｵ ﾘ ﾝ ･ ｿ ﾅ ﾀ ｣ ､ そ し て 室 内 楽 な ど
に も 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る ｡ こ れ ま で に 日 本 芸 術 院 賞 ､ 第
3 7 回 ｴ ｸ ｿ ﾝ ﾓ ー  ﾋﾞ ﾙ ( 現 ･ E N E O S 音 楽 賞 ) 音 楽 賞 洋 楽 部
門 本 賞 受 賞 ｡ 紫 綬 章 ､ 旭 日 小 綬 章 を 受 章 ｡ 使 用 楽 器 は
1 6 8 6 年 製 ｽ ﾄ ﾗ ﾃﾞ ｨ ｳﾞ ｧ ﾘ ｳ ｽ ｡

*Taira Tairadate

@ M u s i c  M i t a k a ( 公 財 ) 三 鷹 市 ｽ ﾎﾟ ー  ﾂ と 文 化 財 団 ･ 音 楽 部 門 の 公 式 X ( 1 T w i t t e r ) で す ｡ ぜ ひ こ の 機 会 に ｢ ﾌ ｫ ﾛ ｰ ｣ を お 願 い し ま す !

ご 予 約 後 ､ ﾁ ｹ ｯ ﾄ 代 金 の
郵 便 振 込 が で き ま す ｡

口 座 番 号 : < ゆ う ち ょ 銀 行 > 0 0 1 9 0 - 5 - 5 6 9 1 5 6
加 入 者 名 : 三 鷹 市 芸 術 文 化 ｾ ﾝ ﾀ ー

* ｢ 払 込 取 扱 票 ｣ の
通 信 欄 に ( 予 約 番 号 ) を
ご 記 入 く だ さ い ｡

* 普 通 便 の 場 合 1 1 0 円 ､ 簡 易 書 留 ご 希 望 の 場 合 4 6 0 円 を 加 算 し て お 振 込 み く だ さ い ｡
* 振 込 手 数 料 は お 客 様 の ご 負 担 に な り ま す ｡
* お 振 込 み 後 ､ 1 0 日 程 度 で ﾁ ｹ ｯ ﾄ を お 届 け し ま す ｡

本 公 演 に は 託 児 ｻ ー  ﾋﾞ ｽ が
｡ 託 児 あ り ご ざ い ま す ｡
対 象 : 公 演 当 日 1 歳 ~ 未 就 学 児   定 員 : 1 0 人 ( 要 予 約 )
料 金 : お 子 様 一 人 に つ き 5 0 0 円 ( 当 日 払 い )
お 申 込 み : 2 0 2 6 年 1 1 月 2 8 日 ( 土 】 ま で に ､ お 電 話
ま た は ､ 右 の 二 次 元 ｺ ー  ﾄﾞ か ら お 申 し 込 み く だ さ い ｡
株 式 会 社 明 日 香 T e l : 0 1 2 0 - 1 6 5 - 1 1 5
( 電 話 受 付 : 月 曜 日 ~ 金 曜 日 9 : 0 0 - 1 7 : 0 0 ) ﾑ ﾗ 約 ﾌ ｫ ｰ ﾑ

財 団 友 の 会 ｢ ﾏ ー  ｸ ﾙ ｣ 会 員 募 集 中 ! !
一 般 発 売 日 よ り 前 に会 員 先 行 予 約 が あ り ま す ｡ M A R C L
* 年 会 費 2 , 0 0 0 円
* ﾁ ｹ ｯ ﾄ の 優 先 予 約 ･ 割 引 ( 1 公 演 2 枚 ま で ) ､
ﾎﾟ ｲ ﾝ ﾄ の 還 元 ( ご 利 用 額 の 5 % ) 情 報 誌 の 送 付 ､
ﾁ ｹ ｯ ﾄ の 無 料 送 付 ( 口 座 会 員 の み ) ｡

三 歲 駅 m m m
現 の 散 歩 道さ く ら 通 り

五 川 上 水
法 専 寺 ･

三 鷹 市
芸 術 文 化
ｾ ﾝ ﾀ ー 連 金 通 り

む
 

揚 通 

･ 連 金 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ー

三 鷹 市 芸 術 文 化 ｾ ﾝ ﾀ ー
1 8 1 - 0 0 1 2   三 鷹 市 上 連 雀 6 - 1 2 - 1 4
Tel: 0422-47-5122
J R 三 鷹 駅 南 口 2 番 ﾊﾞ ｽ 乗 り 場 か ら
｢ 八 幡 前 ･ 芸 術 文 化 ｾ ﾝ ﾀ ー  前 ｣ 下 車 す ぐ ｡
ま た は 5 ･ 6 ･ 7 番 乗 り 場 か ら ｢ 八 幡 前 ｣ 下 車 1 分 ｡
ま た は 徒 歩 約 1 5 分 ｡

* 公 演 の 内 容 等 は ､ や む を 得 ず 変 更 と な る 場 合 が ご ざ い ま す ｡ * 公 演 中 止 の 場 合 を 除 き ､ 一 度 購 入 さ れ た ﾁ ｹ ｯ ﾄ の 払 戻 し ､ 交 換 は で き ま せ ん の で ､ 何 卒 ご 了 承 く だ さ い ｡ * ﾁ ｹ ｯ ﾄ の 転 売 は ､ い か な る 場 合 に も 固 く お 断 り し ま す ｡
* 未 就 学 の お 子 様 は 入 場 で き ま せ ん ｡ ま た ､ 危 険 防 止 の た め ､ 小 学 生 の お 子 様 は ､ 2 階 正 面 席 最 前 列 は ご 遠 慮 く だ さ い ｡ * 2 階 席 へ の ｴ ﾚ ﾍﾞ ー  ﾀ ー  は ご ざ い ま せ ん ｡ 階 段 を ご 利 用 く だ さ い ｡ * お 車 で の 来 館 は ご 遠 慮 願 い ま す ｡


